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 パリ協定は 2℃目標を提示し、更に 2018年 10月にＩＰＣＣが出した 1.5℃報告はかなりの人々

に 1.5℃を追求目標とする気分を植え付けた。しかし、1.5℃目標の実現は温室効果ガスのきびし

い削減を前提とし、実現は容易ではない。むしろ世界はそのような温度目標ではなく CO2 ゼロ

ｴﾐｯｼｮﾝへ努力するといった具体的行動目標を定めて皆が努力するほうが現実的ではないか。 

 そしてその場合もっとも問題となるのは CO2 排出の大きなシェアを占める電力のゼロエミッ

ションの実現だ。そのために何が必要でそれがどのような努力が必要かを検討してみたい。 
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